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「世界史教育プロジェクト」第 2回研究会の報告

国
際共同企画である「世界史教育研究プ

ロジェクト」の第 2回研究会が、昨年

11月 23日に本研究所会議室で開かれ

た。それぞれ北海道と神奈川県で長年にわたって

教鞭をとられるお二人の高校教諭の報告を伺い、

その後活発な議論が交わされた。　　

　われわれの目に触れる世界史関連の情報は、相

次いで出版される書籍をはじめ、各種メディアを

通して、近年著しく増大している。それでも、高

等学校の必修科目である「世界史」が、多くの人

にとってもっとも近しい世界史であり、場合に

よっては唯一の世界史でさえあることに変わりは

ない。ただ、公定の教科書が存在するとはいえ、

高校の形態もそこで学ぶ生徒の志向も現在は多岐

に渡り、教員の持つ教育的背景や知識も様々であ

る。研究会ではそうした点を踏まえて、以下に掲

載する報告要旨にあるように、できるだけ体験的、

具体的にお話しいただいた。

　本研究プロジェクトでは、世界史教科書の構成・

叙述の歴史とその国際比較研究に加え、教員と生

徒の対面が生成する教育実践の場に、今後も目を

向けていくことにする。

「つなぐ」と「くらべる」？
――北海道史と沖縄史から世界史へ

 吉嶺 茂樹

本
報告は、北海道や沖縄史――一国史

の中では周辺部と考えられる地域の

歴史――を、あえて世界史の中にお

いて考えることの必要性を話してほしいという事

務局の依頼に基づき、これまで筆者が取り組んで

きた、世界史教育の中での一次史料を用いた北方
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史と沖縄史の授業を中心に報告を行った。その際、

筆者が私学を振り出しに道内の学校で異動を重ね

て、ほぼ日本にある全部の形態の高校現場に勤務

してきたことを付言した上で、都市部の進学校、

都市周辺の教育困難校、郡部の複数学科併置の学

校、さらに現在筆者が勤務している通信制の公立

高校など、様々な形態の学校においても一次史料

を用いた実践に取り組むことが可能であることを

指摘した。さらに筆者が 10 年以上続けてきた、

大学における地理歴史科教育法や教職課程での外

国史の講義において、教員を目指す大学生に中学

生や高校生を教える際に、このような地域教材が

果たす意味について話してきたことについても報

告し、議論を行った。筆者は、中学や高校の教員

になろうと思っている大学生と語り合う中で、「歴

史を高校生で学ぶこと」と「歴史を中学生や高校

生に教える立場になって考えたこと」の間にある

問題が、彼らが「受験科目としてどの教科を選択

したか」も合わせて「学生の向こうにそれぞれの

出身の進学校での歴史教育が見える」と考えたか

らである。　　

　次に、筆者が現在勤務している北海道有朋高

校・通信制について、その教育システムや生徒の

実態について触れた。本校は札幌の本校（実施校

と呼ぶ）＋全道 32校の協力校を持ち、多分日本

中どこにも無い公立の高校教育システムを持つ学

校である。本校は広域制でもない。生徒はあらゆ

る年齢層（10 代～ 80 代の生徒）と生徒状況を

もっている。なお現行の通信制高校では、世界史

科は年 4回を最低回数とする「面接授業」を行い、

あとは 12 回のテキスト（レポート）と解説書、

教科書、学習書を中心に自学自習をすることが原

則となっている。

　さて、そもそも筆者が幕末期の北海道史を勉強

し始めたのは、初任の紋別市でのある史料との出

会いがきっかけであった。当時筆者は教員になっ

コーヒーのレシピに関する古文書
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て 1年目、一生懸命教科書や指導書を読み、専

門外の日本史を中心に教壇に立ち、受験をする生

徒を相手に東京で作られた教科書をどうやったら

効率的に覚えることができるか、という、ある意

味筆者自身が受けてきた授業を再生産して行っ

ていた。幕末期の授業では、現在も教科書では横

浜港の貿易高を中心に幕末開港期の授業を行うこ

とになっている。一体これで、目の前の紋別の生

徒に日本史や世界史の何が分かったことになるの

か？と思っていたちょうどその頃、市立図書館が

出来て、そこに道立文書館から地域史料がマイク

ロコピーで入るという情報を得た。これで少しは

自分の授業を相対化できるかもしれないと思った

のがそもそもの勉強の始まりであった。

　幕末期の北海道は帝国主義期につながる世界市

場と直接リンクする場である。筆者が相手にした

のは現在北海道立文書館蔵（重要文化財）となっ

ている箱館奉行所史料の一部であった。この史料

は 6年間（1853-59）という限られた期間ながら、

在地の北辺支配がどのような論理で行われ、どの

ような施策が行われたのかをまとまって考えるこ

とのできる史料であった。本報告ではそのいくつ

かについて実際に史料提示を行い、授業で取り上

げた内容を提示した。「髪月代を改めた者への報

償下げ渡し」「寄鯨体内より “ボンブランス” 銃

これ有り」「コーヒー豆下げ渡しレシピ」等々で

ある。さらに筆者は今夏、礼文島で生徒を連れて

北大を中心とする国際調査団の発掘ワークショッ

プに参加し、本校で活用する動画教材の作成を

行ったが、その様子についても報告した。

　次に沖縄史の実践について報告を行った。筆者

と沖縄との縁は大学院生の時にさかのぼるが、本

格的に沖縄の歴史について勉強を始めたのは紋

別へ赴任して、ホタテやコンブの生産者とつきあ

う中で、交易の重要性に気づいたからである。先

述した箱館奉行所史料での俵物買い上げや、コン

礼文島での発掘ワークショップ
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核と「声」
 木村 英明

ブ・ロードの勉強を始めた。その後職場での沖縄

旅行で『高等学校　琉球沖縄史』（東方企画刊）と、

新城俊明氏との知遇を得たこと、さらに筆者が別

のプロジェクト（国立公文書館アジア歴史資料セ

ンター内での中等教育向けデジタルコンテンツ作

成）で出会った沖縄県公文書館で、戦争の記憶を

どう生徒に伝えていくか、公文書館が持つ様々な

一次史料をどのように教材化していくか、を公文

書館職員と共同で作ってきたことで得られたこと

を報告した。

　こうした実践は、さらに「北と南」から日本史

を相対化すること（くらべる）は、日本史だけの

ことか？という問題関心につながり、そこから

戦前の「南方史研究」の蓄積と「北海道・東北史

研究会」の違いに思いをいたすこととなり、ここ

から、海域アジア史の勉強を始めた。阪大歴史教

育研究会に縁ができたことが貴重なきっかけとな

り、東南アジア学会札幌大会での報告（「北海道

で東南アジア史を教える――「威信財」としての

鷲羽（鳥の羽）交易、　「幕末期の蝦夷地で薬用に

飲用されたコーヒーはジャワ産であったこと」」

につながったことを話した。

　最後に、今後考えていくこととして、　「世界各

地における「世界史の語り方」」が分かり（ex. 鳥

越泰彦氏・近藤孝弘氏の研究）、「世界の様々な民

族和解に歴史学は何をどうやって進めてきたか」

が分かり（ex. 柴宜弘氏・近藤氏の研究）、　「地域

史と一国史の関係」が分かり（ex. 三谷博氏や長

谷川貴彦氏・小田中直樹氏の研究）、　「いわゆる

「受験で出る日本史」「世界史」の内容」が分かり（こ

れまでの筆者の 15年間の進学校での実践を再検

討する）　、「これまでの日本における世界史の語

られ方」が分かり（ex. 小川孝司氏や松本通孝氏、

茨木智志氏の研究）　「そうした日本の世界史教育

のありかたをアジアの人々と討論する」（AAWH

や世界史研究所での取り組みや阪大歴教研への取

り組み）ことを積み重ね、これらのことが相互に

私の中でつながってくると、「北海道で語るべき

世界史」の内容がわかるのではないかという見通

しを述べて報告を終えた。なお、残された時間で、

余白として、通信制での地域巡検や高齢者の生徒

の「オーラル＝ヒストリー」的な実践（旧満州国

へ渡り国共内戦を目撃したのち引き揚げてこられ

た方の「語る会」の実施など）についても写真を

提示しながらコメントした。

　当日フロアからは様々な発言をいただくことが

できた。特に筆者の問題関心に即しては、テッサ

＝モーリス＝スズキ氏の方法論を踏まえて、こう

した周辺部の歴史をどのように考えるかという指

摘があった。筆者からは、元々在地の史料から得

られた知見をつないで、広げて生徒と一緒に考え

ていく中で得られた授業実践をどのように理論化

するかという点で大変貴重な指摘であること、自

らの実践をまとめ直す必要性は考えていることを

コメントして当日の討論を終えた。残された課題

は大変多いが、今後も世界史の中でこうした「史

料を読み、考える」姿勢を大事に、「つなげる・

くらべる」ことを考え続けていきたい。
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１　はじめに

2006年に（一部の）世間を騒がせた「世

界史未履修問題」以降，高等学校にお

ける世界史教育についての議論が絶え

ない。曰く，「大学入試があるから世界史も日本

史も暗記科目化する」「通史を教える意味はある

のか」「世界史の学習を通して歴史的思考力を養

わなければならない」「高校の世界史は各国史の

寄せ集め」「日本史と世界史が別科目として存在

することがおかしい」等々，論点は多岐にわたっ

ている。

　これらは，いずれも無視できない問題である。

しかし，学習の主体である生徒たちが実際のとこ

ろ「世界史」をどのように意識して学んでいるか

という報告や議論は，管見の限り少ないように感

じられる。確かに，一口に「高校生」といっても

学力や目的意識などに大きな幅があるので，対象

とする生徒や彼らを相手にする教師によって，提

起される問題点も大きく異なってくる。とはいえ，

現場の状況を無視したまま，やれ暗記だ，やれ歴

史的思考力だ，などと騒いでも実りある議論とは

ならないのではないか。

　本稿では，筆者の勤務する高校のような学力の

低い高校で，生徒はいかに世界史を学んでいるの

か，教師はどのような点で苦労しているのかとい

うことを，簡潔に報告したい。

２　受験勉強以外で世界史を学ぶ意味 

　筆者の勤務する高校は全日制の総合学科高校

で，インターネット上の高校受験情報によれば偏

差値が 41 という低学力校である。地理歴史科・

公民科（以下，社会科とまとめて記す）は，世

界史Ａ・日本史Ａ・現代社会が各 2単位必修で，

他の科目も選択科目としてすべての科目が設置さ

れている。これら社会科系の科目の選択者は比較

的多く，選択の動機もゲームやアニメを入口とし

て興味をもって選択した生徒から，実技系科目の

抽選に漏れて（英語や数学を選択したくないから）

仕方なく選択した，という生徒まで多岐にわたっ

ている。また，大学受験科目として世界史が必要

な生徒は，私の知る限りでは，皆無である。この

ような生徒たちを相手に，「入試に出るから覚え

ておきなさい」などという台詞が無意味であるこ

とは，容易に想像できる。一方，生徒たちは，前

述の一応の興味関心がある生徒も含め，高校受験

の苦い記憶から社会科を暗記科目として警戒して

いる。

　それゆえ，毎年の授業のはじめに「なぜ，世界

史を学ぶのか」ということを生徒に問いかけるこ

とを心がけている。世界史を学ぶ意義について，

学習指導要領の掲げる目標から個々の教員の抱く

熱い思いにいたるまで様々なものがあるだろう。

その中の一つに，2006 年の未履修問題に際して

世界史研究所のホームページが組んだ特集「世界

史教育は不要か」に西川正雄氏が寄せた所感の中

勉強嫌いな子のための世界史
――偏差値 40程度の高校で世界史を教える意味

 澤野 理
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に「それは，日本とは違う世界があるということ

を知って，自国中心のイメージを変えるだけでは

なく，多様な世界の存在に気付いて好奇心を抱く

ことになると思うからである。」という一文があ

る。これは，高校生に向けてもわかりやすい語り

かけであり，筆者もこれを生徒に語りかける基と

している。

　実際，筆者の勤務校に限らず，保護者のどちら

かが外国人であったり，何らかの理由で日本に居

住している外国人の子であったりなど，外国につ

ながる生徒の数は増えている。保護者あての文書

を総ルビにしている学校もあると聞いている。一

方，巷間では，ヘイトスピーチに代表される根拠

もない排外的感情が高まっている。これは，（自

国である日本も含めた）歴史や文化に対する無知

が根底にあると思われる。こうした問題に対処す

るためにも世界史は必要なのである。

３　受験勉強以外でも通史は必要か？ 

　世界史の学習を語る際，通史を暗記させること

に対する批判を耳にする。4年前，岡山県で開催

された全国歴史教育研究協議会の大会で，大学側

のパネラーから「本当にレベルの高い進学校では

通史を教えていない」という趣旨の発言があった。

そうなのかも知れないが，これをすべての高校に

普遍化することは無理がある。現代の一般的な高

校生は，世界史教育の問題を論じている筆者らの

世代が高校生であった頃と比べ，明らかに知識が

少ないのだ（ただし，「ゆとり」教育がその原因

であるなどと短絡したことを言う気は毛頭ない，

念のため）。彼らにとって必要なのは，まず「知

ること」，それは，冗談抜きで世界地図の見方か

らはじまる。何を考えさせるにしても，一定量の

知識は必要なのである。もちろん，教師は，これ

が暗記地獄に陥らないように留意しなければなら

ない。そのためには，各項目に対する興味・関心

を高める工夫に加え，教科書にある何を教えて何

を省くか，業界用語でいうところの教材の精選，

が必要となる。

　多くの教師にとって，これが難題となる。その

原因として，自身の大学受験の記憶からくる，可

能な限り詳しく教えなければならないという強迫

観念があげられる。これは，史学科出身でない，

または史学科でも日本史専攻であった教師により

強く見られる傾向のようである。彼らにとっての

規準は，真面目に勉強した教師であればあるほど，

自身の受験勉強で使用した高校時代の教科書（そ

れがどこの出版社であれ）と用語集となってしま

う。一方，世界史を専門とする教師は，自身の興

味のあるテーマについて「これでもか」というく

らい細かく教え込もうとする傾向が見られる。筆

者のかつての同僚にも，フランス革命のみで半年

授業を行ったという強者がいた。しかし，有名な

山川出版社の『詳説世界史』も筆者らの時代のも

のとは内容が変わっている。高校教師も歴史学研

究の新しい成果にアクセスし，現場の教育内容に

反映させることを考えなければならない。

４　生徒の感想は？ 

　筆者は，定期試験実施時に授業プリントの提出

を課し，その際，学習内容や授業形態についての

感想を書かせている。以下にその例を挙げる（用
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字・表記は原文のママ）。

　今回の学習で一番気になったのはイスラームの

誕生についてです。( 中略 ) 六信五行のなかには 1

日 5回もお祈りをしたり，断食は日中に飲食をお

こなわなかったりさらに豚肉を食べたりしないの

もすごいなと思いました。自分が一番にすごいな

と驚いたのは女性は肌や髪などを見せないという

ことです。それよりすごい人は顔を見せない人も

いてびっくりしました。今回の学習はとても面白

い発見ができて良かったです。(3 年男子 )

　私が今回興味を持った内容は，ヨーロッパ世界

の内容でその中でも特に，カトリック教会と文化

の部分に興味を持ちました。自分の見ていたアニ

メの物語で，ローマ教皇，グレゴリウスなどのキャ

ラや言葉が出てきました。自分の見ていたアニメ

のキャラや言葉が多く出てきたので，聞いていて

楽しい授業でした。(3 年男子 )

　日本は，昔，オランダを通してまで中国のもの

を輸入したかったのかがものすごく興味がある。

となりの国だから，すぐ手に入る気がするのに，

なんでなのか，不思議！今回は，王朝の名前が多

すぎて，覚えるのが大変。そして頭が困らん。昔は，

対こうしようとして，たくさんの王朝が争いうば

いあっていたのかと思うと，今の世の中平和になっ

たのだと思う。結果，命をムダにしてまで得たも

のでいいのか私にはわからない !! ぎせいをださな

いで解決しようとは思わなかったのかなと思う。

( 中略 ) 今回は，足利義満やチンギスハンなどと有

名な人たちが，活やくした，背景を知ることがで

きた。世界史もあと少ししか学べないけど，今後，

興味のもったことを大学でも学べたらいいなと思

う。(3 年女子 )

　これらから，生徒たちが「とりあえず新しい

ことを知ることができてうれしい」という感想を

持ったことが読みとれる。一方，随分と「ものを

知らない」生徒たちだと感じた方もいると思う。

これは，前節でも記したように，筆者の勤務校に

限ったことではなく，デフォルトの高校生の標準

的な知識レベルであると考えてよいだろう。いわ

ゆる進学校の生徒は，ここで得た情報の記憶力に

優れているという点で「高学力」と言われるので

ある。

５　今後の展望 

　以上，思いついたことを縷々書き連ねてきたが，

現場で生徒に接している限りでは，（私語・居眠

りなど腹立たしいこともたまにあるものの）教師

側のやり方次第で興味・関心をもって世界史を学

ぶようになるのではないかと思う。もしかしたら，

それは授業の一時だけのことかも知れない。しか

し，頭から世界史を拒否されるより，はるかに望

ましいのではないだろうか。ICT 技術の進歩によ

り，授業で用いることができるツール（情報・視

聴覚機器）は，20年前に比べれば格段に充実し

ている。また，国際理解教育などの分野を中心に

ワークショップ的な授業技法も数多く公開されて

いる。こうした，How to 的な授業改善に加え，

教師間の，場合によっては大学の研究者を巻き込

んだ，連携研究の試みも少しずつではあるが，神

奈川や大阪を中心に着実に進んでいる。

　今後，少しでも多くの教師が，それぞれの現場

に立脚した問題意識をもって仲間に加わってくれ

ることを祈念してやまない。
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特別研究員

RIWHアフリカ奨学基金（第二期）給付のお知らせ

皆
さまの篤志に支えられ、2013 年秋の

新学年度からアフリカ奨学金の第二期

を開始することができました。ご寄付

をお寄せいただいた皆さまには、深くお礼申し上

げます。

　前回同様、イロリン大学人文学部歴史およ

び 国 際 研 究 学 科 (Department of History and 

International Studies, Faculty of Arts, University 

of Ilorin, Nigeria) において、受給学生の募集と

同学科の先生方による選考が行われました。論

文審査の結果、「RIWH アフリカからの世界史賞 

RIWH Award for World History from Africa」の

受賞者として以下の 3名（男性 2名、女性 1名）

の方が決定いたしました。

・Adeleke Francis Kolade さん

　　（34歳、イロリン大学人文学部歴史および

国際研究学科）

・Chukwuma Henry Kodili さん

　　（21歳、同）

・Ajiboye Tolulope Oluseun さん

　　（22歳、同）

　受賞者の方には、賞状と奨学金 1,500 ドル

(USD) をお送りしました。受賞者の論文ならびに

授賞式の様子は、現地から写真データ等が届き次

第、世界史研究所のホームページでご紹介する予

定です。


